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【目的と概要】

【提案内容】

【まとめと考察】

福井市（越前海岸エリア）の
観光モデルコースの開発

【謝辞】

昨年度は、2024年3月の北陸新幹線福井開業を機会と捉え、福井市が課題に挙げる「越前海岸エリアへの誘客」
に対し、ゼミの専門であるマーケティングとデータ分析を活かして夕日を鍵とした「夕日マップ」を提案した。
今年度は、福井市出身の3年ゼミ生を加え、さらにそれを深化させるべく、福井市が企画している「越前海岸の

観光モデルコースの開発」という課題に取り組んだ。東京に住む20代若者をターゲットとしたモデルコースを
マーケティング的視点（ペルソナ＊やカスタマージャーニー＊＊）から仮説を構築し、現地でのフィールド調査
を踏まえ、学生ならではの発想を取り入れて、具体的な提案に繋げた。

本プロジェクトでは、マーケティングやその分析により本質的課題を捉えながら、現地調査を経て解決策を検討
してきた。ペルソナ分析は、顧客（観光客）の深い理解に繋がり、カスタマージャーニーは、その顧客とのタッ
チポイントを明確に可視化することで、最適な情報を適切な方法で届ける提案に役立った。また、夏に訪れた福
井での現地調査では、顧客の生の声を聞くことで、机上では得られない情報を獲得することができ、提案に大い
に役立てることができた。1月の最終発表では、福井市の方々に加えて、日刊県民福井、福井新聞のメディアの
方々も参加され、活発な議論ができた。そして、提案1が現実に展開され、提案2も展開される見込みである。
今回の地域連携プロジェクトを通じて、学生は社会課題を解決することの難しさを感じながらも、学修したこ

とや身につけたスキルが社会課題を解決するのに役立てられたこと、チームで様々な困難を乗り越え最終提案に
結び付けられた経験が得られたことで、学生自身の成長に大きく寄与できたと感じている。

本プロジェクトを遂行するにあたり、福井市の皆様、とりわけ観光振興課の皆様に大変お世話になりました。
この場を借りて深く感謝申し上げます。また、社会連携センターをはじめ、学内の関係者の皆さまに多大なる
ご支援を賜りましたこと深く御礼申し上げます。

ターゲットのペルソナ*を設定 カスタマージャーニー**を作成

* サービス・商品の典型的なユーザー像

** ユーザーを視覚化するために活用できるツール

** 顧客が製品やサービスを認知し、購入に至るまでの一連のプロセス

施策提案

現地調査

提案1：夕日マップと観光モデルコース 提案2：観光情報カード
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